（第3209条10項関係）

　〇生産性向上設計留意書
  後段階の設計において、一層の生産性向上の検討の余地が残されている設計業務を対象とする。

１．予備設計時には以下の対応を行うものとする。

　（１）詳細設計時に検討すべき生産性向上提案

　　　　最適案として選定された１ケースについて、生産性向上の観点より形状、構造、使用材料、施工方法等について、詳細設計時に検討すべき生産性向上提案を行う。なお、この提案は予備設計を実施した技術者が、その設計を通じて得た着目点・留意点等（生産性向上の観点から詳細設計時に一層の検討を行うべき事項）について、詳細設計を実施する技術者に情報を適切に引き継ぐためのものであり、本提案のために新たな計算等の作業を求めるものではない。

  （２）上に係る成果は、形状、構造、材料、施工方法等を着目点に整理し、以下の生産性向上設計留意書として提出させることを基本とする。
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２．概略設計時には以下の対応を行うものとする。

   　後段階で予備設計を行う概略設計業務の場合には、１．における 「詳細設計」を「予備設計」に、「予備設計」を「概略設計」に置き換えるものとする。

